
GISマップが変える農家ハンター



・中山間地の課題



中山間地域で鹿やイノシシ被害が深刻な理由

イノシシ被害で離農

↓ ↓ ↓

集落の崩壊につながる

被害が増え

農家の所得激減

畑がイノシシの

住処餌場になる

鳥獣対策無知の

まま何もしない

被害報告もせず

増えるのを見ているだけ

イノシシは活性化し

増え続ける

駆除や防護は役場、

ハンター任せ

危険で子育ても

出来ない、住めない

村が消え人が

住めなくなっていく

農業を諦め耕作

放棄地増える

・中山間地で広がる深刻な野生動物被害



・農業以外の被害も、、、



2016年2月15日 農家のおばちゃんの一言

活動のきっかけ

道の駅での販売と おいしいの一言がやりがい

離農につながる現状

怖いから畑に行きたくない

これから何度も食べられると思うと
やる気もなくなってしまった

美味しい農産物の危機

初のイノシシ被害

収穫直前のデコポンを
一晩にして食べられた



農家ハンター活動のリーダー

農家ハンター 代表
宮川将人 (有)宮川洋蘭

熊本農業高校、東京農業大学卒 2004年アメリカ研修から
帰り就農し洋蘭生産。ネット販売（森水木のラン屋さん）、6
次産業化（ボトルフラワー）でも実績多数。

主な受賞歴 日本でいちばん大切にしたい会社大賞、楽天
市場「ショップオブザイヤー2018地域貢献賞」
受賞、東京農大経営者大賞、地域未来けん引企業
熊本県農業法人協会専務、熊本大学非常勤講師
目標：100人雇用、天皇賞、農家ハンターを全国普及
役割：組織運営全般、情報発信、発表、資料作成など
信条： 返事はＹＥＳかハイ

プロジェクトリーダー
稲葉達也 稲葉農園

農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー、さらに鳥獣管理
士2級の資格を持つ。デコポンやブドウの家族経営を行
いながらベテラン猟師×学者に学びながら 約100基を

超える箱罠を設置。そこで磨いた技術指導により農家ハ
ンターメンバーが捕獲に成功している。ドローン撮影もプ
ロ級の腕前。現場講習を担当し猟友会向け含め年間50
講演を超える。
目標：半農半猟のモデルになる事
役割：現場技術の伝播、IoT機器の導入、笑顔
信条：頼まれ事は試されごと

三角中学校
同級生

https://www.facebook.com/miyagawa.masahito
http://www.livingorchid.com/
https://www.facebook.com/inaba.tatsuya
https://www.facebook.com/amazingsky.jp/?hc_ref=ARRufLJ_HbjPSWPrCQOwlvNtFZHjCkX61gG7I6srBYkN_Bf0j0eZTPncpujNeJcctkY


消防団のように地域を守る活動・くまもと☆農家ハンターを結成



【モノ・カネ】クラウドファンディング５回開催

農家ハンタープロジェクトのお礼品はメンバーが

育てた農産物セット ☆→ファン化&拡散

・クラウドファンディングにより箱わな購入



箱罠は簡単ではない

ただ置いても捕獲できない

私たちの失敗事例
習うことの大切さ

・はじめは上手くいかなかった。



野生動物等が接近

【初心者向け】いつ獲れたか 全部獲れたか

メールで一斉通知

赤外線カメラで自動撮影

クラウド上で情報管理

写真で見える ファームキャプチャー
2017年4月サービス開始 10台導入済み



「IoTカメラで見える化」

仲間との「見える化」がモチベーションに

2018年7月3日18時3分

2018年7月3日18時12分

2018年7月3日18時16分

2018年6月8日10時23分

2018年7月1日10時54分



低コスト×広範囲 「オリワナシステム」
2018年サービス開始（20基導入済み） 宇城市も１００基導入済み

【中上級者向け】誰がどこで獲ったか トレーサブルに

使用して分かった長所
新無線帯で通信費も機器（一基４万円
弱）も安い。GPS対応で捕獲歴や申請の

不正防止に効果がある。

私たちが思う短所
写真がなく罠が発動した時のみ通知するの

で、自力で捕獲できるようになった
ハンター向けかも。

https://cs.foresttosea.jp/oriwana-spa/index.html#/moduleList


ファーマー
地域とつながる

サイバー
IT技術のフル活用

ハンター
野生獣から守る

・農家と捕獲の両立



「IoTカメラで見える化」

仲間との「見える化」がモチベーションに

2018年7月3日18時3分

2018年7月3日18時12分

2018年7月3日18時16分

2018年6月8日10時23分

2018年7月1日10時54分



AI

・イノシシAI

2018年7月3
日18時12分



・数年間のデータ



データを蓄積し、それを用いた対策と検証
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捕獲頭数にしめる幼獣（ウリボウ）の割合

H30成獣 H30幼獣 H28成獣 H28幼獣 H29成獣 H29幼獣

・データで見える本当の姿



・捕獲頭数は年々増加

800頭近くで頭打ち



・果たして対策は成功か？

捕獲頭数の増加
対策の成功
（被害の減少）



・捕獲頭数では見えて来ないもの

・どの地域が一番捕獲頭数が多いのか
＝対策が進んでいるのか？
・経験ではわかるけど
・どこで捕獲されているのか？
・捕獲のすすんでいる地域は被害は減っているのか？
・農家さんの声では減っているという声も、、



・水土里ネットの被害データマップ



・手持ちのデータをマップに入力

地図で見ることで沢山の発見が！！



農家ハンター×Ｒ社×E社

・Ver1 捕獲データで捕獲を可視化

https://inop.maps.arcgis.com/apps/opsdashboard/index.html#/f1e3e34aab814d70b863f4e8754e906e


・Ver2 捕獲をタイムリーに現場で入力



・GISで見えた可能性（まとめ）

・捕獲の計画が可能（罠の位置を決定）
・捕獲率の高い（よく捕れる）環境の推定
・対策の計画（効果的な防護柵の設置場所）
・地図を利用したトレーサビリティー
・交通事故防止
・生息頭数の推定
・捕獲報奨金の偽装対策にも
（提出書類の簡略化）



・番外編



・地図で考える地域の未来

ここの畑を残そう。。。あそこの耕作放棄地は守ろう



・


